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管理計画認定への道のり

ダイアパレスグランデージ大名管理組合 

理事長・笠島達也 

４月１８日に福岡市第１号の管理計画認定を受けました。

県内では北九州市の３月３１日に次いで２番目、全国では

４５番目でした。認定までの経緯や気を付けるべきポイン

トについて紹介いたします。

管理計画認定制度は、マンションの管理組合運営が良好

であると行政からお墨付きが得られるという点が従来にな

い特色です。建物・組合員の高齢化により、修繕がままならないマンションが増

えつつあり、認定制度は義務化される方向に進むと考えられます。というのは、

問題のあるマンション改善を促すのが本来の目的だと思われるからです。 

逆に言えば、早い段階で認定を受けるマンションは、管理組合の意識が高く、

特に長期修繕計画と積立金の点で問題がないと公的に評価されたことになり、賃

貸･売却など資産価値の維持･向上にプラスになると言えるでしょう。 

新聞や福管連のお知らせなどで２０２２年度から制度がスタートすることは知

っていました。できれば年度内に認定を受けようと２０２２年の６月から理事会

と管理会社の担当者で準備に着手しました。 

この制度で一番厳しいのは修繕積立金の額です。物価高騰を踏まえ、長期修繕計

画や積立金の額に不備や不足はないか、検証をしました。もう一つの課題は、福

岡市の独自基準として設けられた防災への態勢整備です。 

修繕積立金については、マンション管理センターに下限を尋ね、平米単価 235 円

以上必要であると確認しました。当マンションでは駐車場料金も修繕積立金に加

算しており、長期修繕計画では赤字にならないことが管理会社の計算上確かめら

れましたが、２０２３年１月に臨時総会を開き、駐車場会計からの繰り入れも含

め平米単価 250 円相当に引き上げました。 

申請は費用が最も抑えられ、審査も早いマン管センターの「管理計画認定手続き

支援サービス」を利用し、オンラインで行いました。２月の早い時期に申請すれ

ば年度内に認定までこぎ着けられると踏んでいたのですが、管理会社が純粋な修

繕積立金の額としては平米単価の下限を切っていた点を「問題がない」と説明す

る文書の作成を専門家に依頼するなどして手続きが遅れ、３月８日にずれ込みま

した。些細な記入ミスでもマン管センターでは修正せず、差し戻しての再記入に
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なるので細心の注意を払ってください。これは福岡市でも同様です。審査である

以上、当然と受け入れるしかありません。 

 

私自身が記入しましたが、修繕関係は複雑怪奇で全く手に負えず、管理会社の

担当者にお願いしました。 

記入していたところ、「マンションの区分所有者その他の利害関係者からマン

ションに関する情報の提供を要求された場合の対応に関する事項」が盛り込まれ

ているかどうかが問われることが分かりました。２月に臨時総会を開き、個人情

報保護に留意しつつ必要な情報公開を行う旨、管理組合規約を改正しました。 

 

震災への対応については、消防計画を大幅に強化し、「消防（防災）計画」と

改め、「避難行動要支援者名簿への登録を促し、該当者の同意を得た場合は居住

者名簿に付記し、災害時に活用する」「監事を含む管理組合役員および防火管理

者を自主防災組織のメンバーとして、連絡網を整備･管理しなければならない」と

定め、居住者が行う防災対策として、「家具・家電などの転倒防止措置」を盛り

込みました。 

加えて賃借人を含む全居住者対象に防災アンケートを実施し、避難場所を認知

しているか、転倒防止策を取っているか、住戸内に消火器を備えているかなどを

確認しました。避難場所を知らなかった居住者も少なくなかったため、改定した

消防（防災）計画の抜粋版を全戸に配布するとともに、消火器の共同購入を行い

ました。共用通路などに消火器は備え付けられていますが、住戸内に設置する方

が初期消火に有効で居住者の防火意識も高まります。 

 

一方で食料や飲料水の備蓄などは管理の手間やコストを考えて行いませんでし

た。警固断層が至近にある立地から、福岡県西方沖地震の際は建物に相当な被害

が発生しましたので、マンション内の住戸にとどまるより、安全な所へ避難した

方がいいと割り切った方針を取りました。 

 

３月３１日にマン管センターの事前確認申請を通過、同日中に福岡市にオンラ

インで申請を行いました。しばらく音沙汰がなかったのでメールなどで状況を確

認したところ、「福岡市で初めての認定なので処理が遅くなっている」という返

事があり、うまくすれば「第１号」になるかもしれないと期待しました。書類の

追加や修正などがあり、思ったよりは遅れましたが、そのまま福岡市初の認定を

得ることができました。 

当マンションでは、最近ＥＶ用の２００Ｖコンセントも設置し、５月から利用

されています。賃借人を含め、管理組合への協力があってこそ、得られた認定第

１号だと実感しています。 

 

管理組合の運営は、ある種の経営です。大規模改修工事はその極みですが、い

かにコストを抑えながら最良の結果を得るのか、どうしたら組合員の理解を深め

ることができるか―。困難さえも楽しみつつ手綱を緩めることなく進んでいけた

らと思っています。 
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